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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 18,026 △7.5 4,545 3.1 4,785 3.3 3,267 △1.4

2025年３月期第３四半期 19,478 18.9 4,408 33.6 4,631 37.4 3,313 39.3

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 3,327百万円（11.0％） 2025年３月期第３四半期 2,996百万円（37.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 39.04 －

2025年３月期第３四半期 39.09 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第３四半期 17,376 14,715 84.7 177.76

2025年３月期 19,740 14,272 72.3 170.50

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 14,715百万円 2025年３月期 14,272百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 21.00 21.00

2026年３月期 － 0.00 －

2026年３月期（予想） 26.00 26.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,500 △6.8 6,100 8.2 6,300 7.2 4,400 0.1 52.71

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（注）１．当社は、2024年12月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しておりま
す。

２．2025年３月期及び2026年３月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 86,000,000株 2025年３月期 89,000,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 3,217,647株 2025年３月期 5,294,012株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 83,693,414株 2025年３月期３Ｑ 84,781,410株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規　－社（社名）　－　、除外　1社（社名）株式会社シグマクシス・インベストメント

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）１．期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託

（J-ESOP）制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が所有している当社株式

及び業績連動型株式報酬制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行　（信託口）が所有して

いる当社株式を含めております。

２．当社は、2024年12月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っており

ます。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期中平均株式数」を算定してお

ります。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。今後の見通し及び前提条件に関しましては、添付書類３ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　わが国の経済は米国の通商政策による影響が自動車産業を中心にみられるものの、緩やかに回復しています。先

行きについては、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を支えることが期待されます。ただし、

今後の物価動向や米国の通商政策をめぐる動向などの景気を下押しするリスクに留意が必要です。また、金融資本

市場の変動等の影響に引き続き注意が必要です。

　このような環境の中、当社グループは様々な産業および企業の価値創造、社会課題を解決する新たな市場や事業

の創出に取り組んでおります。

　コンサルティングサービスにおいては、デジタル経済下で企業が取り組むべき主要なトランスフォーメーション

（３つの変革）を掲げ、お客様の戦略策定から実行、成果の実現に至るまで常に伴走する「戦略実現のシェルパ」

として、多様な能力を擁したプロフェッショナルが企業の課題解決と新価値の創造、企業間を連携した新事業や産

業の共創を推進しています。

　2025年４月に株式会社シグマクシス連結子会社の株式会社SXFの全株式を譲渡し、第１四半期連結会計期間より

当社の連結対象から除外いたしました。

　同５月に投資事業を停止し、７月に株式会社シグマクシス・インベストメントを当社に吸収合併しました。これ

に伴い、同社の保有資産は当社に承継されております。投資事業の停止に伴い、当社グループの報告セグメント

を、第１四半期連結会計期間より「コンサルティング事業」の単一セグメントに変更しております。

　2025年10月に株式会社シグマクシス・ホールディングス連結子会社の株式会社SXDの全株式を譲渡いたしまし

た。

　当第３四半期連結累計期間の業績並びに経営指標の状況は以下のとおりです。

　当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は18,026,303千円（前年同期比7.5％減）となりました。基

幹システムSaaS化などの大型案件が第２四半期までに順次サービスインを迎え、当四半期は外注が大きく減少しま

した。また、大型案件のサービスインにより当四半期は社内人財の稼働率が低下しました。株式会社SXDは当四半

期より当社の連結対象から除外されております。

　産業別では運輸、金融、情報通信、小売、商社、建設を中心とした顧客への基幹システムのSaaS化支援、デジタ

ル・トランスフォーメーション推進支援、新規サービス立上げ支援、各種規制対応支援などのプロジェクトが事業

に貢献しました。

　日本郵船株式会社様のSAP S/4HANA® Cloud Public Editionの国内最大規模の導入支援を2025年７月に完遂しま

した。システムは稼働開始以降、安定的に運用されています。2025年11月には、AIを活用したコンタクトセンター

業務の生産性および品質向上に向けて、ソフトバンク株式会社様の100％子会社であるGen-AX株式会社様との協業

を開始しました。また、シグマクシスが導入を支援した日産自動車株式会社様のエンタープライズデータサービス

およびツール活用型AIアシスタントは、2025年11月に実運用が開始されました。

　売上原価は、主に、外注費が前年同期比約30％減少したことにより9,292,624千円(前年同期比13.7％減)、販売

費及び一般管理費は4,188,125千円（前年同期比2.6％減）となりました。

　売上原価の減少により、売上総利益は25,213千円増の8,733,678千円（前年同期比0.3％増）、営業利益は

137,040千円増の4,545,553千円（前年同期比3.1％増）となりました。

　営業外収益については、主に、保有する投資有価証券にかかる受取配当金103,431千円及び投資有価証券売却益

92,953千円を計上いたしました。その結果、経常利益は154,046千円増の4,785,378千円（前年同期比3.3％増）と

なりました。売上高経常利益率は前年同期比2.8ポイント増の26.5％となりました。

　株式会社SXF及び株式会社SXDの全株式譲渡に伴い、79,457千円の特別利益（関係会社株式売却益）を計上いたし

ました。また、2025年６月末に株式会社シグマクシス・インベストメントで保有していた上場株式の評価損が発生

したため、108,000千円の特別損失（投資有価証券評価損）を計上いたしました。その結果、税金等調整前四半期

純利益は4,762,951千円（前年同期比4.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、3,267,554

千円（前年同期比1.4％減）となりました。なお、親会社株主に係る四半期包括利益は3,327,889千円（前年同期比

11.0％増）となりました。

　人財採用につきましては、当第３四半期連結累計期間において経験者41名、新卒81名が入社しました。また、
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2026年４月入社の新卒の採用は、80～85名程度に向けて進んでおります。2025年４月入社の新卒社員の研修は順調

に完了し、稼働を開始しています。2025年12月末時点のコンサルタント数は696名となっております。

　プロジェクト満足度は97ポイントと高い水準を維持しております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は17,376,519千円（前連結会計年度末比2,364,311千円減）となり

ました。これは主に、現金及び預金の減少（前連結会計年度末比1,502,896千円減）、受取手形、売掛金及び契約

資産の減少（前連結会計年度末比640,043千円減）によるものであります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債は2,661,495千円（前連結会計年度末比2,807,297千円減）となりまし

た。これは主に、未払法人税等の減少（前連結会計年度末比779,581千円減）、賞与引当金の減少（前連結会計年

度末比898,300千円減）によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は14,715,023千円（前連結会計年度末比442,985千円増）となりま

した。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2025年11月５日の「業績予想の修正、自己株式の取得金額の増額に係る事項の決

定及び自己株式の消却に係る事項の決定に関するお知らせ」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はあり

ません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,945,511 5,442,614

受取手形、売掛金及び契約資産 2,949,592 2,309,548

有価証券 - 200,000

営業投資有価証券 3,797,562 -

その他 381,310 410,237

流動資産合計 14,073,977 8,362,400

固定資産

有形固定資産 575,020 858,210

無形固定資産

ソフトウエア 244,887 239,475

ソフトウエア仮勘定 75,024 62,374

その他 4,685 3,813

無形固定資産合計 324,597 305,664

投資その他の資産

投資有価証券 3,024,643 6,242,044

繰延税金資産 756,416 523,967

その他 986,175 1,084,231

投資その他の資産合計 4,767,235 7,850,243

固定資産合計 5,666,852 9,014,118

資産合計 19,740,830 17,376,519

負債の部

流動負債

買掛金 513,108 209,933

未払金 1,372,260 1,169,229

未払法人税等 1,238,732 459,150

賞与引当金 898,300 -

株式給付引当金 497,176 228,343

その他 261,906 142,679

流動負債合計 4,781,485 2,209,336

固定負債

リース債務 16,262 11,954

株式給付引当金 329,981 75,542

役員株式給付引当金 75,789 100,850

資産除去債務 187,132 188,663

その他 78,140 75,149

固定負債合計 687,307 452,158

負債合計 5,468,792 2,661,495

純資産の部

株主資本

資本金 3,000,000 3,000,000

資本剰余金 2,516,524 1,250,000

利益剰余金 12,486,582 12,752,917

自己株式 △3,763,801 △2,380,961

株主資本合計 14,239,304 14,621,955

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 32,732 93,067

その他の包括利益累計額合計 32,732 93,067

純資産合計 14,272,037 14,715,023

負債純資産合計 19,740,830 17,376,519

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高 19,478,277 18,026,303

売上原価 10,769,811 9,292,624

売上総利益 8,708,465 8,733,678

販売費及び一般管理費 4,299,952 4,188,125

営業利益 4,408,513 4,545,553

営業外収益

受取利息 1,421 8,507

受取配当金 - 103,431

投資有価証券売却益 204,888 92,953

雑収入 30,512 49,175

営業外収益合計 236,822 254,069

営業外費用

支払利息 466 340

自己株式取得費用 3,526 3,848

控除対象外消費税等 6,465 5,385

投資有価証券運用損 3,541 4,437

雑損失 4 232

営業外費用合計 14,003 14,244

経常利益 4,631,331 4,785,378

特別利益

関係会社株式売却益 - 79,457

その他 935 10,030

特別利益合計 935 89,488

特別損失

固定資産売却損 770 -

固定資産除却損 57,372 -

投資有価証券評価損 - 111,915

特別損失合計 58,143 111,915

税金等調整前四半期純利益 4,574,123 4,762,951

法人税、住民税及び事業税 1,434,475 1,256,490

法人税等調整額 △174,128 238,906

法人税等合計 1,260,347 1,495,396

四半期純利益 3,313,776 3,267,554

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,313,776 3,267,554

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 3,313,776 3,267,554

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △316,805 60,334

その他の包括利益合計 △316,805 60,334

四半期包括利益 2,996,970 3,327,889

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,996,970 3,327,889

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（準拠する会計基準）

　当社グループの四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（連結の範囲の重要な変更）

　中間連結会計期間において、連結子会社であった株式会社シグマクシス・インベストメントは、当社を存続会社

とする吸収合併により消滅したため連結の範囲から除外しております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月８日

取締役会決議
普通株式 1,191,101 27 2024年３月31日 2024年６月５日 利益剰余金

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月８日

取締役会決議
普通株式 1,788,958 21 2025年３月31日 2025年６月６日 利益剰余金

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．配当金支払額

(注）１．配当金の総額には株式給付信託(J-ESOP)制度及び業績連動型株式報酬制度において、信託口が保有す

る株式に対する配当金49,990千円が含まれています。

２．当社は、2024年12月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っており

ます。１株当たり配当額は株式分割前の金額であり、当該株式分割を考慮した場合の１株当たり配当

額は13.5円であります。

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

１．配当金支払額

(注）配当金の総額には株式給付信託(J-ESOP)制度及び業績連動型株式報酬制度において、信託口が保有する株

式に対する配当金31,132千円が含まれています。

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2025年２月６日、2025年８月５日及び2025年11月５日開催の当社取締役会決議に基づき、当第３四

半期連結累計期間において、自己株式1,750,400株の取得を行いました。また、2025年11月５日開催の当社取

締役会決議に基づき、2025年11月28日付で自己株式3,000,000株の消却を実施しております。これにより、そ

の他資本剰余金及び自己株式がそれぞれ2,556,519千円減少しております。なお、自己株式の消却等により、

その他資本剰余金の残高が負の値となったため、その他資本剰余金を零とし、当該負の値をその他利益剰余金

から減額しております。これらの結果、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が1,250,000千円、

利益剰余金が12,752,917千円、自己株式が2,380,961千円となっております。
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前第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

減価償却費 179,835千円 185,082千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  2024年４月１日  至  2024年12月31日）

　「Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（報告セグメントの変更等に関する事項）」に記載のとおりであります。

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  2025年４月１日  至  2025年12月31日）

　当社グループは「コンサルティング事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（報告セグメントの変更等に関する事項）

　当社グループは、従来「コンサルティング事業」及び「投資事業」の２つの報告セグメントに区分しておりま

したが、「投資事業」については2025年５月に事業を停止し、株式会社シグマクシス・インベストメントは2025

年７月１日付で当社を存続会社とする吸収合併により消滅したことを踏まえ、当社グループの事業展開、経営資

源配分等の意思決定プロセスの実態の観点から、第１四半期連結会計期間より報告セグメントを「コンサルティ

ング事業」の単一セグメントに変更しております。

　この変更により、前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間のセグメント情報の記載を省略し

ております。

（追加情報）

（停止した投資事業に関する投資有価証券、収益及び費用の計上区分）

　当社グループの成長戦略に基づき、足元のグロース市場の環境もふまえ、2025年５月に投資事業を停止し、株式

会社シグマクシス・インベストメントは2025年７月１日付で当社を存続会社とする吸収合併により消滅いたしまし

た。

　この結果、四半期連結貸借対照表の第１四半期連結会計期間において、これまで流動資産に計上していた「営業

投資有価証券」を固定資産の「投資有価証券」に計上しております。

　また、四半期連結損益計算書において、2025年５月８日以降、当該投資有価証券に係る損益を、「売上高」及び

「売上原価」から「営業外損益」または「特別損益」に計上する方法に変更しております。

- 8 -

㈱シグマクシス・ホールディングス(6088) 2026年3月期 第3四半期決算短信



独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年２月５日

　

株式会社シグマクシス・ホールディングス

取 締 役 会 　 御 中

有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

東 京 事 務 所

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 孫 　 延 生

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 田 嶌 照 夫

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社シグマクシス・ホールディングスの2025年4

月1日から2026年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2025年10月1日から2025年12月31日まで）及び第

3四半期連結累計期間（2025年4月1日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略

が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記

載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任

がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成さ

れていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な

不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は

否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づい

ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

- 10 -

㈱シグマクシス・ホールディングス(6088) 2026年3月期 第3四半期決算短信


